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	がん医療の充実　（がん対策の新たな試み）

	第二期計画における取組内容
	第二期計画初年度（Ｈ25）の主な取組
	２６年度の主な取組
	２７年度の主な取組
	２８年度～の取組案

	（１）患者・家族との意見交換、就労支援　
○　府は、がん患者をはじめとする関係者と、がん対策の現状や方向性について継続的に意見交換を実施していきます。

また、このような取組を通じて、がん以外の患者へも配慮しつつ、がん患者・経験者の就労をはじめとする社会的な問題に関するニーズ・課題を把握し、関係部局と連携しながら取組方策について検討します。


	○大阪府がん対策意見交換会の実施

（平成26年3月）
・がん患者・家族との意見交換会
　　　内容：平成26年度大阪府がん対策基金「一般公募によるがん対策貢献事業」の実施にあたって
○がん患者の就労に関する相談支援について

・　大阪府における「がん患者等に対する就労支援の試み」として、府商工労働部、ＪＯＢプラザＯＳＡＫＡと連携し、モデル事業を実施（平成24年12月~平成25年12月）

・　平成26年３月実施の相談支援センターへのアンケート調査において、就労に関する相談件数等を調査

	○公開シンポジウム「がん患者会の果たす役割」

　パネルディスカッションでの意見交換
（平成26年9月）

　・患者会主催のシンポジウムにパネリストとして府も参加して意見交換
主催：大阪がん患者団体協議会

共催：近畿（大阪大学）がんプロフェッショナル養
成基盤推進プラン
後援：大阪府、府立成人病センター

　　　
○がん患者の就労に関する相談支援
・がん拠点病院相談支援センターと労働専門機関との連携体制づくり
・都道府県拠点病院によるがん相談員向け研修会
（平成26年12月）（再掲）
「がん相談員のための就労に関する基礎講座」
内容：労働専門機関講師による、就労に関する
専門機関の役割や相談への対応等

参加者75名

・がん診療連携協議会相談支援センター部会による研修会 (平成27年2月)（再掲）
「がん相談員研修セミナー」

内容：就労に関する実務研修、グループワーク

　　・がん相談支援センターにおける就労に関する相談支援について、がん患者・家族へ周知を図るための、府内統一ポスター・リーフレットの作成（再掲）

	○大阪がん患者団体協議会等との連携、協働
　 ・大阪がん患者団体協議会等との継続的な意見交換

　 ・近畿6府県による地域相談支援フォーラムの開催

(平成28年1月)　(再掲)
・大阪府がん患者会等情報掲載要領を制定し、各がん患者会、各がん患者支援団体、各病院が主催するがん患者サロンの情報を収集【資料８－１、８－２、８－３】
　　「地域の療養情報　おおさか　がんサポートブック」別冊に一覧を掲載【資料5－2】
○がん患者の就労に関する相談支援

・都道府県拠点病院によるがん相談員向け研修会

（平成27年11月）（再掲）　【資料６】
「がん相談員のための就労に関する基礎講座Ⅲ」　

内容：労働専門機関講師による、就労に関する専門機関の役割や相談への対応等

参加者96名

・企業向けパンフレット「仕事と治療の両立支援」を作成し、国や府、拠点病院主催のセミナー等で配布
【資料9－1、資料9－2】
・拠点病院において、がん相談支援センターのより一層の周知に努めるとともにがん相談支援センターのパンフレットをイベント等で配布（再掲）

	○大阪がん患者団体協議会等との連携、協働
・大阪がん患者団体協議会等との継続的な意見交換
○がん患者の就労に関する相談支援

・都道府県拠点病院によるがん相談員向け研修会

・ハローワークの専門相談員によるがん相談支援センターへの出張相談　【資料10】

・企業向けパンフレット「仕事と治療の両立支援」を、国や府、拠点病院主催のセミナー等で配布
・拠点病院において、がん相談支援センターのより一層の周知に努めるとともにがん相談支援センターのパンフレットをイベント等で配布
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資料３









